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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
安達 禎文

あまねく人々の幸せのために
当社は「アマネク、人々の幸せのために」という理念を掲げてきました。「アマネク（遍く）」には、私たちの届ける幸せを
より多くの人々へあまねく広げたいという願いが込められています。宿泊業とは、旅のやすらぎを通じてお客様・従業員・地
域社会のすべての幸せに貢献する営みです。
とりわけ長らく事業者都合で一律に定められてきた宿泊プランを、私たちは技術の力でお客様一人ひとりの意向に合わせる
「宿泊プランの民主化」を実現し、真にお客様本位の宿泊体験を創造します。
この理念と挑戦を遍く広げるべく、当社は2028年に売上高100億円の達成をここに宣言します。その先の2031年には220億円を
見据え、仲間とともに規模の拡大と価値の深化を両立させ、持続的な成長を実現してまいります。

代表施設 アマネク別府ゆらり

〇本社所在地：東京都千代田区

〇事業概要：全国で地域活性化ホテルな

どの特徴のある宿泊を展開し運営。ま

た、独自でホテル企画・開発も実施。

〇常時使用する従業員：155名

（2026年3月時点）

〇現在の売上高：73億円

（ 2026年3月期）

〇法人番号： 9010001093190

〇Web： https://amanek.jp/

株式会社アマネク（宿泊業）

経営者
写真

2028年に売上高100億円を達成します。施設数拡大を成長の主軸とし、多様な業態を組
み合わせ、収益基盤を厚くします。加えて、自社で開発するシステムを他の宿泊事業
者にも提供し、システム開発を新たな収益の柱へと育て、2031年には220億円を目指
します。

• 継続的な出店を支える優良物件の確保と資金調達力の強化。
• 施設増に対応する運営人材の採用・育成と、理念を共有した人材の定着。
• ラグジュアリー等の新業態に求められる運営ノウハウの獲得。
• 自社システムを外販可能な製品水準へ高め、収益事業として確立するための開発・

保守・営業体制の構築。
• 柔軟な宿泊プラン設計など「民主化」を支える機能開発と、多施設・多業態運営を

標準化するIT基盤の整備。

• 多業態での施設拡大：宿泊主体型ホテルを中核としつつ、高単価市場を狙うラ
グジュアリー施設、長期滞在・インバウンド需要を取り込むサービスアパート
メントを加え、立地と顧客層に応じた最適な業態を展開します。新規開発に加
え、M&Aや運営受託も活用し、出店を加速します。

• 自社システムの開発による顧客価値の創造：これまで事業者都合で一律に固定
されていた宿泊プランを、宿泊者の意向に合わせて柔軟に設定できる「宿泊プ
ランの民主化」を実現します。

• システム開発の収益化：自社施設で磨き上げたシステムを他の宿泊事業者へ外
販し、宿泊事業・不動産事業に次ぐ第三の収益柱へと育てます。

• 収益性と経営基盤の強化：レベニューマネジメントの高度化で単価・稼働率を
改善するとともに、運営人材の採用・育成で、成長を人材から支えます。

• 経営トップの強いコミットメントのもと、全社横断のプロジェクトとして推進する。
• 企画開発部門：出店戦略・物件開発を主導。優良物件の発掘と新規開発を担う。
• 宿泊運営部門：多業態展開にあたって、ラグジュアリー、サービスアパートメント

それぞれのブランドコンセプトとオペレーション基準を確立を担う。
• システム開発部門：自社システムの開発・運用を推進するとともに、外販に向けた

製品化・保守・営業機能を整備し、システム開発を収益事業として確立を担う。ま
た、宿泊運営部門と一体となり、現場ニーズと「宿泊プランの民主化」を反映した
仕組みづくりを推進する。

• 管理部門：金融機関・投資家との連携を強化して出店原資と信用力を確保を担う。
また、人材面では、採用・育成・定着の施策を統括し、急拡大の中でもサービス品
質と組織文化を醸成する。
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